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中国中国中国中国のののの石油石油石油石油へのへのへのへの対外投資対外投資対外投資対外投資はははは世界世界世界世界のののの安全保障安全保障安全保障安全保障のののの問題問題問題問題ですかですかですかですか？？？？ 

Ilan Alon & Aleh Cherp＊ 

 

中国の対外直接投資（OFDI）の相当する増加を促す動機は、特に国有企業（SOE）の

エネルギーと天然資源に於ける OFDIが必ずしも明確ではありません。まず、横並びで

はないかもしれませんけれど、商業と政府との利益は一緒です。西洋の記載されている

中国の SOEは世界企業市民活動の風評リスクに心配する間に、政府の利害関係者が外

交的な国際関係に焦点するかもしれません。更に、石油への投資する為の補助金は出資

国の国家安全保障に脅かして、中国の国益に従うことを見られるかもしれません。中国

の OFDIは世界のエネルギー安全保障が有益か有害か、経済発展と外交関係との関係を

まだ争われています。 

 

中国は石油供給の安全保障について気にしています。1950年代に新設な中華人民共和

国は石油に関して、ソ連に頼りにしました。1960現代の中ソ分裂は重要な石油不足を

引き起こされて、中国軍を危うようにしました。ダーチンの 1963年を開始された油田

生産は中国を石油輸入に一時的な独立性が到来を告げました。しかし、ダーチン枯渇と

国内消費の上昇によって、中国は 1993年に順石油輸入国にようになったし、前の不安
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が戻って、中国の「中国人を適正価格に堅実で適切な石油供給を提供します

1
」国家目

標の触媒になりました。 

 

中国の 3つ目的（適正価格、頼りがい、充足）は石油による OFDIに連結します
2
。ま

ず、そのような投資は市場に石油の流れを増加させることによって、石油生産の充足に

貢献します。ついで、特に危機発生時の場合、国有資産（タンカー船体とか

3
）国内の

石油需要の為に割り振れ、国営石油会社の供給の方が外国調達供給より頼りがいそうで

す。しかし、国有は自然災害や産出国に政治不安やテロ攻撃やマラッカ海峡に軍事介入

が守れません。最後に、投資助成金は長期的に持続して、投資が市場の変動を守れば、

安定した予測可能な価格を提供することができるかもしれません。 

 

故に、中国の外国石油資産の投資は国家のエネルギー安全保障の目標に連結されていま

す。最近の 9つ国営石油会社の調査
4
で、対外石油投資の一番効果的な動機の中には政

府の激励と資源安全保障が驚きではありません。ただし、このような投資は他の国には

安全保障の脅威ですか？ 

 

その懸念を後援する賛成論が 2つあり：�希少な石油資源をめぐる争いは米国と中国の

中に対決を巻き起こすことが主張されている、そして、�石油資産を守る為に、中国は

軍事力を行使することがあると主張されている、例えば、外洋海軍がタンカー船体を守

る為に開発するとか、係争の諸島やエネルギー開発可能性を持っている地域に請求を主

張することです。談話の 2つは頻繁に挑戦されています
5
。例に、海外の中国 SOEによ

って生産された石油は世界市場に売られるから、中国だけではなくて、すべての消費者

に有益です。それで、中国の対外エネルギーの投資は世界のエネルギー安全保障上の懸

念も対処する：国際エネルギー機関（IEA）がよく強調した投資の不足ということです
6
。

更に、他の国も中国の海上輸送路と難所との脆弱について懸念しているから、中国の交

易路を守って多様化する尽力は良いことだと考えるはずです。 
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しかし、中国の石油への増加している OFDIについて、慎重になる理由があります。究

極的に、因習的な石油は温室効果ガス生成する非再生の資源です。石油探査と抽出に資

金を提供することで、中国は温室効果ガス排出の補助金で、大体エネルギー技術の必要

投資から資源を転用します。更に、石油資源を所有している国に投資すれば、西洋が芳

しくなくて、思料される政権を守るかもしれません。 

 

石油の対外投資は中国のエネルギー安全保障を強化する戦略のひとつだけではありませ

ん。再生の資源の国内投資は 2010年に USD500億に増加と比べると
7
、化石燃料への補

助金が 2008年に USD40億
8
や石油へ OFDIが 2009年に USD18億

9
でした。弱く支配さ

れて石油資源が豊富な国を安定になって、世界貿易体制に統合するのは、中国に有益は

ずです。うちに、IEA のような欧州と米国との利益によって影響させる世界的なエネル

ギー機関は国際協力と権力で公平な分配の為に、中国を積極的に関与させた方がいいで

す。 
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